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社 名 ：株式会社テンポスドットコム

本 社 ：東京都大田区東蒲田2-30-17 サンユー東蒲田ビル6F

代 表 ：代表取締役 森下 篤史（事業統括：品川絵美）

設 立 ：２００４年

資 本 金 ：9,０００万円（２０１９年３月末現在）

従業員数 ：２３名（２０１９年４月末現在）

事業内容 ：新品中古厨房機器用品の通信販売

決算期 ：４月

株式会社テンポスドットコム 会社概要
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2019年4月期 通期業績

売上高 20億3百万円
前年比＋12.4%増

売上総利益 3億31百万円
前年比＋1.9%増

営業利益 1億8百万円
前年比△13.9%減

経常利益 1億8百万円
前年比△13.6%減

純利益 71百万円
前年比△13.3%減
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2017.4 2018.4 2019.4 2020.4 2021.4

売上 1,548 1,782 2,003 2,250 2,500

営業利益 114 125 108 128 150
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業績推移
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外部環境

◼ 厨房機器通販会社としては売上・商品掲載数ではトップリーダー
◼ 厨房機器市場は6,000～7,000億円→2.7％がEC化と仮定すると175億

ドットコムが約20億、シェアは11.4％、今後のEC化率の伸びが後押しとなる可能性は大きい。

■2番手3番手以降の企業の年商は5~1５億円程度
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業務用厨房業界

厨房衛生管理の推進や、調理システムの高度化、中食市場の拡大等の影響で業務用厨房市場は売上・利益ともに増加傾向にある。

リサイクル業界

ヤフーオークションやメルカリといったオークションサイトの影響を受け、買取競

争は激化。買取価格は上昇し、利益は激減していたが、最近では既存店

舗の強化や通販事業の好調により回復傾向。

経営支援業界

外食店の8～9割が1～2店舗の小規模企業で、その規模の飲食店経営

を総合的に応援する事業会社がないために、彼らは儲かる手段・情報が入

らない。



顧客セグメント別 販売戦略

◼ 新規開業者率は全体売上の13.0%→2億6千万円
■新規開業者の客単価を200%にすることで約2億6千万円の売上増が見込める

①別納品可能の告知
同時期に購入されても内装などの進行状況により別納品が可能など、
お客様都合に応じて対応できることを訴求する

②自社限定の期間限定ポイント・クーポン施策
厨房→家具→食器調理道具の購入期間をカバーして他社購入流出を防ぐ。
厨房（高価）→ポイントが貯まる→消化の循環作り

③実店舗購入からの引継ぎ
遠隔地のお客様の継続購入分はネット注文できるよう購入履歴を
会員データに移植し購入を可能に
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新規開業者の厨房機器・備品の平均の購入予算は300万円

年間22,000件 × 平均予算300万円 ＝ 660億円の市場！

（新規開業者数） （厨房機器・備品購入額）

客単価の変化

■既存客 ■新規開業客



新規開業予定者（見込み顧客）の開拓と訪問者数増施策

開業支援特集の改修

「飲食店開業手帳」のWEBサイト版を公開、概算金額が分かる「腹積もり見積り」サー
ビスをWEB上で使えるよう、内部システム構築。新規で潜在顧客の獲得を図るとともに、
情報サービスを獲得していく。

飲食店開業を検討中の見込み客にとって「役に立つ」コンテンツを作成する。
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商品・物流戦略

商品部と物流

現状

今期

【各部門のMDと数値達成のために下記施策を行う】

・商品説明の追加・修正→説明に必要な文章（用途や特徴）の検索からの流入を増やす→他社より頼りになるサイトへ
・商品写真の追加・修正→文字を読まなくても特性が分かる→商品別CVRが上がる
・複数キーワードの追加（地域や業態によって異なるワード）→お客様の検索ワードで商品が見つかるようになる
・用途別や業態別でのカテゴリで探せない→TOPから商品にたどり着くまでの導線短縮
・商品別コンテンツの不足→お役立ちコンテンツ検索からの流入を増やす
・回転率の高い商品の在庫管理→在庫確認時間の短縮・配送のスピード化

【商品部がなく、専門的な説明やグルーピングができていない。】

・商品説明の不足（カタログに載っている文章のみ→他社と同じ）
・商品写真の不足
・複数キーワードの不足（地域や業態によって異なるワード）
・用途別や業態別でのカテゴリで探せない
・商品別コンテンツの不足
・在庫がなくPB以外は常に都度在庫・納期確認が必要
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中古商品掲載増施策

中古の殿堂として中古厨房のプラットフォーマーになる

現在、テンポスバスターズ商品約2万点＋2社
年間売上は2億3千万円で構成比は11.5%

テンポスバスターズ商品約2.5万点＋100社
年間売上を3億にするために訪問者数を増やす。
小規模事業者支援でもあり手数料は無料

10



顧客の声・対応中の課題解決の継続

探しやすいサイトへ

【サイト内で探しきれず電話応対した案件・案内しにくいと感じた商品・ページの課題抽出】
2018年12月～実施：224項目の改善 （実績CVR=13期1.42%から14期1.49％へ改善）

営業受付を増やす窓口・コンテンツの追加

【対応してくれるか確認の問い合わせ→受付可能であることをコンテンツで告知】
2018年度下期より、営業部→企画制作部と共同でコンテンツ作成を開始
（板金：1月～6件・270万成約、LINE：11月～成約14件・442万）

11



電話・メール受付による売上増戦略

①見込み管理→提出見積もり後のフォローを100%行う(管理 顧客を新規・追加・入替/確度Ａ・Ｂ・Ｃ 見える化）
②法人への食器調理道具購入ページ案内
（新店オープン・法人・複数店舗運営している顧客へのアプローチ）
③新規開業時の横断受注（機器だけではなく、他の部門の提案100％声掛けと、ヒアリング、受注獲得増）

単位：千円
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キッチンテクノ株式会社 会社概要
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会社名

代表者

キッチンテクノ株式会社

代表取締役社長 森下 和光

設立 2004年4月1日

資本金 9,900万円 （株主：株式会社テンポスホールディングス100％

東京証券取引所 JASDAQ（スタンダード））

売上高

経常利益

27億70百万円（2019年3月期）

1億52百万円（同上）

本社

営業所

従業員

本 社：東京都新宿区戸山三丁目15番1号

営業所：札幌、仙台、名古屋、大阪、福岡

従業員：58名

事業内容 （１） 業務用厨房設備機器の販売
（２） 業務用厨房設備の設計・施工
（３） 業務用厨房設備機器のメンテナンス
（４） 内装仕上工事業
（５） 管工事業



2018年3月期
実績

(単位:百万円)

2019年3月期
実績

(単位:百万円)
構成比 前年同期比

売上高 2,806 2,770 100.0％ 98.7％

売上総利益 564 560 20.2％ 99.4％

営業利益 136 147 5.3％ 107.4％

経常利益 137 152 5.5％ 111.2％

純利益 80 93 3.4％ 116.0％

減収の要因：大手飲食企業向け厨房設計施工は堅調に推移したが、主要顧客である大手スーパーチェーンの新規出店
抑制等の影響によるものです。

増益の要因：大手飲食チェーン（機器更新や改装、新業態1号店の工事等）のプロジェクトに積極的に参画した事や、
営業活動の効率化によるものです。

2019年3月期の業績
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2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期
2020年3月期

(予算)

売上高

（単位：百万円）
6,382 5,490 4,115 3,990 3,205 3,021 2,806 2,771 2,875

経常利益

（単位：百万円）
-52 12 -105 37 104 122 138 153 197

総人員 103 99 92 80 81 61 59 55 59
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2014年5月30日
テンポスバスターズの子会社化

2,770

152

業績推移
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テンポスグループ化以降、営業利益４期連続増益



《 キッチンテクノ株式会社 新経営理念 》

１、顧客第一主義

•我々は、お客様の進む方向を見極め、お客様の満足を得るよう、

•提案と活動をし続けます。

２、人間第一主義

• 我々は、会社活動を通し、働く人がよりよい生活が送れるよう、

• 自己研鑽を惜しまず努力し続けます。

３、変革

• 我々は、グループによる相互の強みを生かし、その上で、世の中の

• 変化を読み取り、変わる姿勢をもち続け、変革をなしとげます。
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主要得意先
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⚫ 【牛丼チェーン店】

㈱松屋フーズ

㈱すき家

【スーパーマーケット】

㈱イトーヨーカ堂

㈱タイヨー

㈱カスミ

㈱ヤオコー

㈱サミット

【飲食店・ﾚｽﾄﾗﾝ・ｶﾌｪ】

㈱あさくま

㈱ココスジャパン

鼎泰豊（ﾃﾞｨﾝﾀｲﾌｫﾝ）

【ファーストフード】

マクドナルド

ロッテリア
＜ｶｯﾌﾟﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ＞

【コンビニ】
セイコーマート（北海道）

【企業、その他】

ホシザキ㈱各販社

㈱LIXIL

大和ハウス工業㈱
大和リゾート㈱

富士通㈱

伊藤ハム（株）

病院・福祉施設
官公庁・公共施設
学校 保育所
レジャー施設
オリンピック
ホテル など

牛丼チェーン店

スーパーマーケット

飲食店・レストラン・カフェ

ファーストフード

コンビニ

企業

その他・公共施設等



メーカーではない我々の強みはお客様の特性にあった様々な機能機器を提案できる事
です。特に注力するのは、省力化・省人化機器の提案で深刻な社会問題となっている
人手不足の手助けをする事です。

■コンサルティング営業で稼ぐ

■厨房周辺商品で稼ぐ

テンポスグループ力を最大限に活かし、食器・調理道具などを含めた受注で一案件の
受注額アップを目指します。

■機動力で稼ぐ

設計スピード、提案スピード、施工スピード、全てのスピードでお客様の満足を勝ち取り、
継続受注につなげます。

キッチンテクノが目指すべき方向 － いかに稼ぐか －
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株式会社テンポス情報館 会社概要
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社 名 ：株式会社テンポス情報館

本 社 ：東京都大田区東蒲田２-３０-１７ サンユー東蒲田ビル8Ｆ

代 表 ：代表取締役社長 森下 篤史

設 立 ：2008年10月15日

資 本 金 ：3400万円（2019年４月末現在）

事業内容 ：外食産業に特化したＰＯＳシステム情報機器販売事業

情報機器アフターサービス＆メンテナンス事業・販促支援

サービス事業

決算期 ：４月



2018年4月期
実績

(単位:百万円)

2019年4月期
実績

(単位:百万円)
構成比 前年同期比

売上高 831 750 100.0％ 90.3％

売上総利益 368 338 20.2％ 91.9％

営業利益 99 95 5.3％ 96.3％

経常利益 99 95 5.5％ 96.0％

純利益 64 61 3.4％ 94.3％

2019年4月期の業績

■2019年4月期：売上 7億50百万円 営業利益 95百万円

■2018年10月：システム会社「エスパー株式会社」と資本・業務提携。ユニポスを共同開発
ユニポスとは、モバイルオーダー、セルフレジ、テーブルオーダー機能を兼ね備えたPOSレジ
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業績推移

2015.4 2016.4 2017.4 2018.4 2019.4 2020.4

売上 754 709 865 831 751 900

営業利益 91 94 102 99 95 125
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単位：百万円

自社製品
iPadPOS

「テンポスエアー」
販売開始

自社製品
テーブルオーダーシステム

「テンポスエアー」
販売開始

自社製品
モバイルオーダー機能付き

POSレジ「ユニポス」
販売開始
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会社ビジョン・理念

飲食店POSシステムの

「商品開発」「販売」「導入サポート」「アフターサービス」まで一貫したサービス

の提供。

システムサービスを通じて、

飲食店の経営課題を解決していくITソリューションベンダーであり続ける。

■経営理念■

・「お客様」を想う 共に成長できるお客様から学び、より良い商品開発とサービスの満足追求を目指す。

・「社員」を想う だれもが働き甲斐のある仕事の創造を目指す。

・「社会」を想う 各グループ会社が専門医を担い、飲食店経営を総合的に支援する。

3つの理念を改革し続ける事が我々の使命である。
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事業内容

開発

下記2種を大きな事業軸とし、会社ビジョン・理念を達成する。

最新オリジナルPOS「UNIPOS」にモバイルオーダー機能を拡張・自動釣
銭機、テーブルオーダーとの連動開発。

マルチベンターとして顧客のニーズに応える販売体制

中古POS買取及び再生事業、レンタル事業

修理、365日コールセンター開設

クラウド型売上管理(FoodLink、ぴかいちなび)
予約管理システム等の提供(Table check)、サプライ商品の提供

メニューブック、看板、ショップカード等の集客ツールの提案型販売

東芝TEC、CASIO、NEC他社製品

自社製品
※月額課金
商品

モバイルオーダー、テーブルオーダー機能付
POSレジ

iPad型 POSレジ

UNIPOS

tenposAir

Airmenu 他メーカー連動テーブルオーダー機能

販売

再生

保守

付加サー ビ ス
※ 月 額 課 金 商 品

提案型販売

飲食店専用
P O S

販売促進
支援ツール
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事業戦略

飲食店に特化して、POSシステムの導入をサポートすることで、店舗の経営課題を解決するITソリューションベンダー
となる。

■3年計画を実行する。
2020.4月期 累計1,200店舗契約(粗利:1億/年)
2021.4月期 累計2,000店舗契約(粗利:1億68百万/年)
2022.4月期 累計3,000店舗契約(粗利:2億52百万/年)

(1台あたりの月額利用料粗利 7,000円/台→年間粗利 2億2680万)

1 .月額課金型商品の開発と営業強化

2015.4 2016.4 2017.4 2018.4 2019.4 2020.4 2021.4 2022.4

売上 58 66 94 131 167 200 240 360

粗利 40 40 60 78 103 130 168 252
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単位：百万円売上 粗利

• テンポスバスターズを販売代理とし、年間450台のPOS販
売を行う(総販売台数の40%)

• HPおよびショールーム、展示会活用による商談機会増加
• 各協力パートナー企業との連携による商談機会増加
※軽減税率補助金：2019年9月まで

・2016.04より
オリジナルPOS
【tenposAir】本格販売開
始

・2018.06より
オリジナルPOS
【UNIPOS】本格販売開始
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事業戦略

西日本エリア体制強化 （2019年11月より実施）
販売市場拡大による人員増加と教育体制作り(東海1名、関西1名、九州1名増員)

2 .商品の開発・改善と販売市場の拡大

新POSシステム「UniPOS」販売本格化。 年間販売目標250台。
モバイルオーダー機能を拡充させ販売加速を狙う。
自動釣銭機、テーブルオーダー、各社ASPシステム、予約システム等接続を可能と
した 全包囲網型システムとし開発を進める。

年間見込み売上:1億75百万円
年間見込み粗利: 87百万円

3 .日本全国への販売体制、組織体制の強化
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事業戦略

CS本部（サポート部隊）の体制強化（2019年7月より実施予定）
教育育成、スキルUP等の効率を上げることで体制強化を行う。 顧客満足向上 オンサイト保守体制の構築。

24時までの出向サービスを月額5,000円で実施。スポット対応も可能。

協力パートナー企業創造商談機会作りを強化。
下期より代理店稼働を目指す。
東北エリア、四国エリア、上信越エリア、南九州エリアにて開拓 ※弊社PBブランドPOSシステムおよび中古POSの販売代理店とする

4 .顧客満足アフターサポート、アフターサービスの充実

5 .リユース商品販売、買取、メンテナンス体制構築

サプライ及修理・再生ビジネス粗利益150％アップ
・ロール紙販売強化 新規販売ユーザー様に定期購入を促進。 現400店舗→800店舗
・ハンディ修理及びＯＥＳ再生 強化

6 .代理店制度の確立
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省人化対策飲食店専用モバイルオーダー機能付きPOSレジ“ユニポス”

お客様の携帯や卓上端末でお客様が自由にオーダーが
できる「モバイル・テーブルオーダー」システムを導入すること
で、「人材不足による時給高騰への対策」と「20~35%
の接客関連業務削減」が可能に。

■外食業界の人手不足はより一層深刻化。 2018年12月の有効求人倍率は1.63倍と、
バブル期を上回る数値に。
帝国データバンクによると、従業員の離職や採用難等により収益が悪化したことなどを要因とする倒産、
いわゆる「人手不足倒産」は2018年の１年間 で153件発生。(全業種)

主力商品・サービスの成長戦略

■人手不足数、実質賃金の2030年までの推移予測

【UNIPOS販売戦略】 年間販売目標：250台

・モバイルオーダー、テーブルオーダー開発により機能を拡充。
・テンポスバスターズの販売網の利用
(POS販売 年間450台)
・ HPおよびショールーム、展示会活用による商談機会増加
・各協力パートナー企業との連携による商談機会増加
・複数税率対応によるリプレース促進

(出典：パーソル総合研究所・中央大学「労働市場の未来推計 2030」 2017年実績は厚生
労働省「雇用動向調査（未充足求人数＝人手不足数）」、「賃金構造基本統計
調査（所定内賃金、所定内実労働時間）」、総務省統計局「消費者物価指数」

人手不足と、時給上昇は、今後も継続する見込みである。
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株式会社プロフィット・ラボラトリー 会社概要
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社 名 ：株式会社プロフィット・ラボラトリー

本 社 ：東京都中央区日本橋堀留町1-10-11

代 表 ：代表取締役 森下 篤史（事業責任者：村田 欣祥）

設 立 ：2006年4月

資 本 金 ：１,０００万円（２０１９年３月末現在）

従業員数 ：３５名（２０１９年３月末現在）

事業内容 ：飲食店の集客支援・エリアマーケティング支援

決算期 ：3月



2018年3月期
実績

(単位:百万円)

2019年3月期
実績

(単位:百万円)
構成比 前年同期比

売上高 320 324 100.0％ 101.3％

売上総利益 246 250 20.2％ 101.6％

営業利益 39 24 5.3％ 62.3％

経常利益 39 20 5.5％ 52.6％

純利益 26 15 3.4％ 57.2％

2019年3月期の業績

2019.3月期は創業社長の退任があり、創業社長に対する退職金の支払いと新規事業の投資のため

増収減益の結果となりましたが、2020年3月度のための下準備は整いました。
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業績推移

2015.3 2016.3 2017.3 2018.3 2019.3 2020.3

売上 241,758 253,465 293,479 320,742 324,990 370,000

営業利益 23,373 35,309 48,194 41,399 23,781 100,000
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プロフィット・ラボラトリー業績の推移

予想

単位：千円
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責任者
村田のやる気！
今期営業利益１億目指す！

単位：千円



FAXDM
集客支援
[満席FAX]

プロフィット・ラボラトリーの目指す姿

飲食に特化した電通・博報堂
のような総合広告代理店になる

FAXDM 集客支援

総合的な集客支援

ポスティングSNS集客

インフルエンサーマーケティング集客支援

事業領域を広げていくことで売上拡大を目指していく
３年後 売上10億 利益2億 / 7年後 売上30億 利益6億
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当社の強み

当社の強み・土台

◼ 強固な顧客基盤

• 全国展開している大手チェーンとの取引実績

• 2018年店舗売上大手チェーンTOP100社のうち48社との取引

◼ 独自で収集した300万件の法人リストを活用した事業展開

• 飲食店の集客支援として300万件の法人リストにFAXDMの配信がが可能

• 自社サービスの新規開拓営業への活用

◼ 高収益・無借金経営

• FAXDM「満席FAX」サービスの粗利率77％（2018年度実績）

• ローリスクな経営による無借金経営の継続（新規事業はスモールスタート）
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FAXDM集客支援事業ー満席FAX

地方ローカルチェーン店・個店への営業活動に注力していく

戦略
①販売代理店強化

飲食店をお客様に持つ企業との相互協力により

地方で展開している飲食店への販売力強化

②社内営業力強化

地方新規飲食店へのTEL営業・DM営業など

成功パターンを営業メンバーに共有し、同じレベルの

トークなどで営業が出来るようにする。

③主要都市への営業所展開

地場の外食企業の訪問、接触頻度を増やしていく

ために主要都市への営業所の設置・展開をする。

[満席FAXとは] 飲食店（顧客）店舗住所を基点に半径5キロ、10キロと商圏を絞り、一般法人FAXDMを送付することが出来るサービス

[強み] 高利益率（粗利77％） / 独自収集した300万社の法人リストを保有 / 飲食店専門のFAXDM集客のノウハウ

[強み] 大手外食チェーン店との取引（実績例：モンテローザ社1700店舗中900店舗が利用、

2018年店舗売上TOP100社のうち48社との取引

2019年3月度利用店舗 17,411店舗

日本全国飲食店数 62万店舗

最繁忙期実施店舗 2,876店舗（11月）

全国平均実施率 0.46％

関西エリア実施率 0.30％

九州エリア実施率 0.26％

2019年3月度売上3億24百万円

1店舗当たり平均売上20,000円

実施率を1％にするだけで売上が倍。

まだまだ開拓する余地のある領域
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主要取引先と他社FAXDMとの違い

満席FAXサービス利用金額（2019年度実績）
◆株式会社すみれ・・・年間1,500万円
◆株式会社アトム・・・年間1,400万円
◆株式会社ﾚｲﾝｽﾞｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ・・・年間1,300万円
◆株式会社モンテローザ・・・年間1,300万円
◆株式会社チムニー・・・年間1,100万円
◆株式会社ワタミ・・・年間800万円
その他多数の飲食店での実績有

大手飲食チェーンからも選ばれる
他社FAXDMとの違い

法人リストの精度
FAX到達率93％

安心のクレーム対応
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今後の展開①

◼ 満席FAX事業のみから総合集客サービスの展開へ

満席FAXは企業に対して飲食店のクーポンFAXを送り企業に勤めている法人客の集客を

行なうサービスでしたが、住宅街などの企業が少ない場所は集客効果が薄く成果が出せませんでした。

しかし、住宅街などでポスティング業務をスタートしたことにより、どのエリアでも効果的な集客が可能になります。
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●リリース予定「満席ポスティング」 ●リリース予定「レジ封入広告サービス」



◼ 海外出店の日本飲食店向け邦人集客支援

海外出店をしている日本飲食店の近隣邦人企業向けのFAXDM集客

東南アジアでのテスト運用を既存取引先企業との提案中

海外で働く日本人を日本飲食店へ集客する新たなる分野のサービス

今後の展開①
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本件に関するお問い合わせ

株式会社テンポスホールディングス

東京都大田区東蒲田2-30-17 サンユー東蒲田ビル7階

広報 担当：乙丸

TEL：03-6855-2205


